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く，夫の妹も登場する（6-2巻， 343頁。 6-5巻， 613頁， 626-27頁など）。そして，嫁と
姑や男に関する歌の中ではストーリーを持つ長編の歌がいくつか伝わっているが（6-3
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カンガンスオレ考 岡山善一郎 235 
検討して見た結果，月夜を素材にした種々の歌が多くの地域で歌われており，しかも
同じ内容の歌が各地に残っていることが分かった。これを踏まえると以下の2点が確
認できる。 1つは，これらの歌こそが本来のカンガンスオレの場で生成されたもの
で，殊に，月夜で異性を誘う歌や男に対する恋の教訓的な歌などが歌われているの
は，始原的なカンガンスオレは男女が共同に参加して誘い合う求婚の場であったこと
を物語っている点である。 2つは，歌は即興的なものもあるが，本来カンガンスオレ
の場で歌われていたと思われる恋の教訓歌やニムに関する歌，そして問答歌などの一
定の歌があったので，現在のように婦女子だけのカンガンスオレになっても類は友を
呼びながら歌い続けられている点で、ある。
男女か群集して行う始原的なカンガンスオレは，古代より存続していた男女群集の
歌舞の民俗行事と軌をーにする。これが朝鮮王朝時代に入ると，男女群集の行事は禁
圧されたり，壬辰倭乱によって中断されたりするが，この影響で主に女性の歌舞に趣
を置いて変貌していったのである。ところが，一部の地域で男が後に合流するとか，
男女が共に行っている事例があることは，その場で誘い合うことがあったのか否かの
確認はできないが，始原的なカンガンスオレの残存とみなしていい。
この考察によって，韓国の耳k垣的な行事が一望できたと思う。
